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八
四
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）

謡
曲
「
小
林
」
考

要
旨
謡
曲
「
小
林
」
が
、
世
阿
弥
の
完
成
し
た
軍
体
の
能
に
比
し
て
鬼
能
的
な
色
彩
が
強
く
、
軍
体
の
能
に
先
行
し
た
修
羅
の

面
影
を
と
ど
め
て
い
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
指
摘
し
、
並
び
に
、
本
説
と
し
て
の
『
明
徳
記
』
と
の
関
係
を
、
能
作
の
側
の
意
識
か
ら
掘

り
下
げ
て
考
察
し
た
。

小

林
健
二
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明
徳
二
年
（
一
三
九
一
）
十
二
月
晦
日
、
京
の
内
野
に
お
い
て
大
規
模
な
反
乱
が
起
こ
っ
た
。
か
ね
て
か
ら
室
町
政
権
の
安
定
を
目
指

し
、
有
力
守
護
の
勢
力
削
減
を
計
っ
て
い
た
三
代
将
軍
義
満
に
対
し
て
、
山
陰
の
雄
、
山
名
氏
情
・
満
幸
が
叛
旗
を
翻
し
た
の
で
あ
る
。

（
１
１
）

戦
い
は
「
人
馬
弥
力
上
一
一
死
重
テ
、
血
〈
啄
鹿
ノ
川
卜
成
テ
紅
波
楯
ヲ
流
セ
ハ
、
Ｆ
〈
屠
処
ノ
肉
ヲ
積
テ
、
白
刃
骨
ヲ
砕
ク
」
と
い
う
、

文
字
通
り
の
血
を
血
で
洗
う
白
兵
戦
と
な
り
、
そ
の
日
の
う
ち
に
山
名
方
の
敗
北
に
終
っ
た
。
氏
清
は
壮
烈
な
討
死
を
遂
げ
、
満
幸
は
西

国
へ
と
逃
亡
す
る
。
世
に
言
う
「
明
徳
の
乱
」
で
あ
る
。
こ
の
合
戦
が
そ
の
熾
烈
さ
と
、
内
野
と
い
う
身
近
な
場
所
で
起
こ
っ
た
こ
と
か

ら
、
長
く
京
の
人
々
の
脳
裏
に
焼
き
付
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
想
像
に
難
く
な
い
。
そ
れ
は
『
明
徳
記
』
下
巻
に
、
「
去
程
二
、
去
年

六五四三二一
、、、、、、

は
じ
め
に

修
羅
と
し
て
の
「
小
林
」

「
小
林
」
と
『
明
徳
記
』

謡
曲
作
者
の
構
成
意
識

む
す
び

〔
掛
ヶ
合
〕
に
お
け
る
作
者
の
意
図

一
、
は
じ
め
に

目
次
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謡曲『小林』考（小林）

十
二
月
晦
日
ノ
合
戦
一
一
人
馬
多
死
重
テ
、
内
野
大
宮
辺
ノ
戦
場
一
二
夜
々
’
三
修
羅
闘
諄
ノ
声
聞
ヘ
テ
、
時
々
二
合
戦
死
亡
ノ
苦
ヲ
抱
ク

音
ノ
ミ
人
ノ
夢
ニ
モ
幻
ニ
モ
見
エ
聞
ケ
ル
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
窺
え
よ
う
。

謡
曲
「
小
林
」
は
、
こ
の
明
徳
の
乱
を
素
材
と
し
た
能
で
あ
る
。
但
し
、
現
在
で
は
演
じ
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
、
い
わ
ゆ
る
番
外
謡
曲

の
一
つ
で
あ
る
。
成
立
時
期
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
曲
中
の
ワ
キ
の
文
句
に
「
氏
清
の
御
事
は
。
昨
日
け
ふ
の
事
に
て
候
」
と
あ
る
よ

う
、
明
徳
の
乱
に
対
す
る
巷
間
の
記
憶
が
生
々
し
い
う
ち
に
作
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
『
申
楽
談
儀
』
に
見
ら
れ
る
、
応
永
年
間
に

起
こ
っ
た
小
山
氏
の
乱
を
素
材
と
す
る
「
安
犬
」
な
ど
と
同
様
、
際
物
的
な
内
容
の
作
品
と
言
え
よ
う
。
演
能
記
録
と
し
て
は
、
『
春
日

若
宮
拝
殿
方
諸
日
記
』
の
宝
徳
四
年
（
一
四
五
二
）
の
条
に
、

一
、
二
月
十
日
ヨ
リ
タ
キ
上
サ
ル
カ
ク
ア
リ
、
…
：
．
…

一
、
十
二
日
、
カ
ン
カ
ウ
大
夫
、
一
コ
ン
送
事
…
・
…
・
・

一
、
ノ
ウ
ノ
次
第
、
シ
テ
、
ワ
キ
ニ
ハ
ウ
シ
ャ
ウ
ヵ
ロ
、
次
サ
タ
タ
ウ
、
次
タ
カ
ャ
ス
ノ
女
、
次
ス
ル
ス
ミ
イ
ヶ
ス
キ
、
次
ナ
カ
ラ

ー
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
（
○
ぬ
）

ノ
ハ
シ
、
次
、
ワ
ウ
シ
ウ
ウ
チ
キ
ヨ
・

と
あ
り
、
傍
線
の
「
奥
州
氏
清
」
が
「
小
林
」
の
異
称
で
あ
る
可
能
性
は
強
く
、
今
の
と
こ
ろ
唯
一
の
記
録
で
あ
る
。
ま
た
、
室
町
後
期

の
謡
本
が
数
本
存
す
る
こ
と
や
、
永
正
頃
の
金
春
座
系
の
装
束
付
『
舞
芸
六
輪
次
第
』
や
彰
考
館
蔵
の
大
永
元
年
奥
書
の
嚥
子
伝
書
『
嗽

子
方
習
書
』
に
、
「
小
林
」
に
関
す
る
記
事
が
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
室
町
後
期
ま
で
は
細
々
な
が
ら
も
演
じ
ら
れ
て
い
た
と
推
測
さ
れ

る
。
作
者
に
つ
い
て
は
、
『
自
家
伝
抄
作
者
付
』
で
は
世
阿
弥
、
『
能
本
作
者
註
文
』
で
は
宮
増
の
作
と
す
る
が
、
確
定
的
な
根
拠
は
な

く
、
今
の
と
こ
ろ
不
明
と
す
る
よ
り
ほ
か
な
い
。
作
風
か
ら
は
、
世
阿
弥
や
そ
の
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
作
品
と
は
考
え
難
く
、
北
川
忠
彦
氏

（
３
）

が
説
か
れ
る
よ
う
、
宮
増
作
と
さ
れ
る
能
の
特
色
と
一
致
す
る
こ
と
が
多
い
。
ま
た
、
宝
徳
四
年
に
春
日
社
頭
で
「
小
林
」
を
演
じ
た
金

（
ん
笠
）

剛
も
、
軍
記
物
を
素
材
と
し
た
作
能
が
得
意
だ
っ
た
よ
う
で
、
金
剛
系
の
能
で
あ
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
世
阿
弥
の
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「
小
林
」
の
謡
本
（
写
本
）
は
、
『
国
書
総
目
録
』
に
よ
る
と
約
二
十
本
程
現
存
す
る
。
諸
本
を
校
合
す
る
と
、
〔
問
答
〕
を
主
体
と
し

（
皿
）

た
番
外
曲
に
は
あ
り
が
ち
な
こ
と
で
あ
る
が
、
か
な
り
異
同
が
激
し
い
曲
で
あ
り
、
大
き
く
四
つ
の
系
統
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ

の
中
で
、
松
井
家
蔵
一
番
綴
謡
本
（
大
永
か
ら
永
正
頃
の
淵
田
虎
頼
等
節
付
）
の
系
統
が
、
他
の
謡
本
が
合
理
的
な
改
変
を
施
し
て
い
る

の
に
対
し
て
、
最
も
古
態
を
残
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
次
に
松
井
家
一
番
綴
本
に
よ
っ
て
、
構
成
と
梗
概
を
示
そ
う
。

系
列
で
は
な
い
。
傍
流
の
能
で
あ
ろ
う
こ
と
だ
け
を
推
測
す
る
に
と
ど
め
た
い
。

本
曲
を
通
読
し
て
感
じ
る
こ
と
は
、
ま
ず
、
長
大
な
〔
語
り
〕
を
有
す
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
〔
語
り
〕
も
含
め
て
、
〃
替
女
の
ハ
ャ

（
貝
Ｊ
）

フ
シ
の
謡
″
や
〃
梓
巫
女
の
口
寄
せ
〃
な
ど
の
諸
芸
能
を
取
り
込
ん
で
い
る
点
、
他
に
あ
ま
り
類
を
見
な
い
珍
し
い
曲
と
言
え
よ
う
。
そ

し
て
、
本
説
の
面
か
ら
は
『
明
徳
記
』
と
の
関
係
が
注
目
さ
れ
る
。

（
Ｒ
ｕ
）
（
庁
Ｉ
）
（
Ｒ
ｕ
）

従
来
の
研
究
史
と
し
て
は
、
や
は
り
『
明
徳
記
』
と
の
関
係
が
、
坂
井
衡
平
・
後
藤
丹
治
・
富
倉
徳
次
郎
等
、
主
に
軍
記
研
究
の
諸
氏

（
ハ
ブ
）

か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
角
川
源
義
氏
は
、
『
明
徳
記
』
の
成
立
に
時
宗
の
徒
が
関
与
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
指
摘
さ
れ
る

と
と
も
に
、
謡
曲
「
小
林
」
が
語
り
物
成
立
の
事
情
を
示
唆
す
る
好
個
の
例
で
あ
る
と
説
か
れ
て
い
る
。
一
方
、
能
楽
研
究
の
側
か
ら

は
、
番
外
曲
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
正
面
か
ら
取
り
挙
げ
ら
れ
る
こ
と
が
少
な
く
、
後
に
紹
介
す
る
天
野
文
雄
氏
の
御
論
の
他
、
こ

れ
と
言
っ
た
も
の
を
見
な
い
よ
う
で
あ
る
。

本
稿
で
は
先
学
の
駿
尾
に
付
し
、
「
小
林
」
が
、
世
阿
弥
が
軍
体
の
能
を
形
式
す
る
以
前
の
修
羅
の
面
影
を
と
ど
め
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
い
う
点
を
指
摘
し
、
次
に
、
本
説
と
し
て
の
『
明
徳
説
』
と
の
関
係
を
、
能
を
作
る
側
の
意
識
か
ら
掘
り
下
げ
て
考
察
し
た
い
。

二
、
修
羅
と
し
て
の
「
小
林
」
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謡曲『小林』考（小林）

以
上
、
全
９
段
か
ら
成
っ
て
い
る
。
構
成
の
頂
点
は
、
６
段
の
シ
テ
の
軍
語
り
と
、
９
段
の
後
シ
テ
の
立
働
き
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う

か
。
右
の
構
成
を
世
阿
弥
が
完
成
さ
せ
た
「
敦
盛
」
「
忠
度
」
「
清
経
」
「
頼
政
」
「
実
盛
」
等
の
軍
体
の
能
と
比
べ
る
と
、
〔
ク
リ
〕
〔
サ
シ
〕

４
、
シ
テ
の
登
場
と
ワ
キ
と
の
問
答
ｌ
替
女
が
謡
っ
て
い
る
所
へ
見
慣
れ
な
い
宮
シ
子
（
シ
テ
）
が
現
れ
、
氏
清
の
乱
は
「
昨
日
や
今

日
の
事
」
だ
か
ら
と
、
謡
う
こ
と
を
禁
制
す
る
。
僧
は
、
氏
清
ほ
ど
の
名
将
を
謡
に
作
っ
て
謡
う
の
は
慣
習
で
あ
る
し
、
ま
た
、

い
く
、
さ

軍
の
場
に
あ
っ
た
も
の
は
そ
の
様
子
を
語
る
も
の
で
あ
る
か
ら
と
、
許
す
よ
う
に
説
く
。

い
ふ
、
さ

５
、
シ
テ
と
ワ
キ
の
応
対
Ｉ
宮
シ
子
は
、
実
は
氏
清
が
神
前
で
軍
評
定
し
た
の
を
御
灯
の
役
で
詳
し
く
聞
い
て
い
た
の
で
、
そ
れ
を
語

ろ
う
か
と
も
ち
か
け
、
僧
も
是
非
に
と
所
望
す
る
。

い
く
、
父
』

６
、
シ
テ
の
軍
語
り
ｌ
宮
シ
子
は
、
八
幡
神
前
で
軍
評
定
が
行
わ
れ
た
際
、
氏
清
の
家
臣
、
小
林
上
野
守
が
浄
憲
法
印
の
こ
と
を
引
い

て
、
氏
清
に
諫
言
し
た
こ
と
を
語
る
。

７
、
シ
テ
と
ワ
キ
の
掛
ヶ
合
ｌ
内
野
合
戦
で
の
山
名
勢
の
手
分
け
を
僧
が
聞
き
、
宮
シ
子
が
そ
れ
に
涛
え
る
。

８
、
梓
巫
子
の
口
寄
せ
Ｉ
‐
梓
巫
子
（
ツ
レ
）
が
登
場
し
、
梓
に
掛
け
て
小
林
の
霊
を
招
き
寄
せ
る
。

９
、
後
シ
テ
の
登
場
．
立
働
き
ｌ
梓
に
引
か
れ
て
甲
冑
姿
の
小
林
の
幽
霊
（
後
シ
テ
）
が
現
わ
れ
、
内
野
の
合
戦
で
奮
戦
し
た
様
子
を

１
、
ワ
キ
の
登
場
ｌ
山
名
氏
清
ゆ
か
り
の
丹
波
方
の
僧
（
ワ
キ
）
が
、
世
上
の
沙
汰
を
伺
わ
ん
と
石
清
水
八
幡
に
詣
で
る
。

２
、
ワ
キ
と
ア
イ
の
応
対
Ｉ
僧
が
男
山
の
所
の
者
（
ア
イ
）
に
何
か
珍
し
い
こ
と
は
な
い
か
と
尋
ね
る
と
、
所
の
者
は
、
山
上
の
廻
廊

で
聲
女
が
氏
清
の
こ
と
謡
っ
て
い
る
と
案
内
す
る
。

３
、
ア
イ
の
誘
い
の
文
句
と
替
女
の
謡
ｌ
僧
は
替
女
の
謡
を
所
望
し
、
所
の
者
が
そ
れ
を
伝
え
る
と
、
替
女
（
ツ
レ
）
は
氏
清
の
乱
の

学
ん
で
見
せ
る
。

顛
末
を
ハ
ャ
フ
シ
で
謡
う
。
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〔
ク
セ
〕
を
持
た
な
い
こ
と
、
〔
語
り
〕
を
中
心
と
し
て
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
等
、
同
じ
く
軍
記
を
素
材
と
し
た
能
な
が
ら
大
き
な
相
異

が
見
ら
れ
る
。
特
に
、
後
シ
テ
が
〔
名
ノ
リ
グ
リ
〕
で
登
場
し
た
後
、
あ
ま
り
働
か
ず
に
終
曲
を
迎
え
て
し
ま
う
こ
と
は
、
軍
体
の
能
と

い
う
よ
り
は
、
切
能
系
の
鬼
能
に
近
い
印
象
を
受
け
る
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
複
式
夢
幻
能
で
は
、
前
シ
テ
（
後
シ
テ
の
化
身
）
が
自
分
の

正
体
を
ほ
の
め
か
し
て
〈
中
入
〉
す
る
の
が
普
通
で
あ
る
が
、
本
曲
で
は
、
シ
テ
の
宮
シ
子
は
、
自
分
が
小
林
上
野
守
の
幽
霊
で
あ
る
こ

と
を
明
ら
か
に
し
な
い
し
、
軍
語
り
も
三
人
称
で
客
観
的
に
語
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
詞
章
上
か
ら
は
、
前
後
の
シ
テ
の
人
格
が
同

一
で
な
い
こ
と
が
窺
え
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
と
共
に
考
え
合
わ
せ
ら
れ
る
の
が
、
シ
テ
の
中
入
部
分
が
謡
本
を
見
わ
た
し
た
か
ぎ
り
は
っ
き
り
し
な
い
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、

通
常
、
中
入
後
は
〃
ア
イ
の
語
り
″
が
入
る
の
で
あ
る
が
、
現
存
す
る
「
間
の
本
」
に
は
２
段
・
３
段
の
ワ
キ
と
の
問
答
は
載
せ
る
が
、

（
ｕ
）

中
入
後
の
ワ
キ
と
ア
イ
の
問
答
を
載
せ
て
い
る
も
の
は
な
い
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
総
合
す
る
と
、
「
小
林
」
は
前
シ
テ
に
あ
た
る
人
物
が

中
入
せ
ず
、
別
人
の
粉
す
る
神
霊
が
登
場
す
る
護
法
型
の
構
造
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
導
か
れ
よ
う
。

一
方
、
「
小
林
」
は
装
束
付
の
上
か
ら
も
通
常
の
軍
体
の
能
と
は
異
っ
た
点
を
見
い
出
せ
る
。
現
存
す
る
唯
一
の
装
束
付
『
舞
芸
六
輪

次
第
』
の
記
事
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

一
、
小
林
。
し
て
〈
、
ま
ヘ
ハ
風
折
ゑ
ほ
し
、
大
く
ち
に
か
り
き
い
。
後
〈
半
切
・
は
つ
ひ
・
小
袖
・
そ
て
な
し
。
か
ふ
と
を
着
る
。

（
吃
）

長
刀
を
持
。
わ
き
ハ
僧
一
人
。
つ
れ
女
、
こ
れ
、
め
く
ら
こ
せ
。
小
袖
・
水
衣
な
と
吉
。

右
の
中
に
、
「
か
ふ
と
を
着
る
」
と
あ
る
が
、
こ
の
「
か
ふ
と
」
は
、
武
将
の
幽
霊
が
帯
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
鳥
兜
な
ど
で
は
な
く
、

文
字
通
り
の
甲
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
記
述
で
は
、
後
シ
テ
は
甲
だ
け
か
ぶ
っ
て
登
場
し
た
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
奇
異
で

あ
り
、
や
は
り
甲
冑
を
帯
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
多
武
峰
様
猿
楽
な
ど
、
甲
冑
を
身
に
ま
と
っ
た
能
は
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
通
常

軍
体
の
能
に
比
し
て
か
な
り
異
様
で
あ
る
。
そ
し
て
、
注
意
さ
れ
る
の
は
、
こ
れ
が
上
巻
「
し
ゆ
ら
能
」
の
部
で
は
な
く
、
下
巻
の
「
鬼
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と
こ
ろ
で
、
高
知
県
室
戸
市
吉
良
川
町
吉
良
川
八
幡
宮
の
御
田
祭
に
お
い
て
、
近
年
ま
で
田
楽
の
「
小
林
」
が
行
わ
れ
て
い
た
。
寛
政

五
（
一
七
九
三
）
年
奥
書
の
謡
本
が
残
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
謡
曲
の
９
段
以
降
が
演
じ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
謡

（
過
）

本
の
注
記
に
、
「
小
林
壱
人
但
装
束
赤
熊
小
林
面
具
足
大
小
長
刀
用
ル
」
と
装
束
付
け
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、

小
林
の
扮
装
は
、
甲
冑
を
帯
し
長
刀
を
持
つ
こ
と
な
ど
、
『
舞
芸
六
輪
次
第
』
の
記
事
と
か
な
り
近
い
。
注
目
す
べ
き
は
「
小
林
面
」
と

い
う
の
が
、
鬼
の
面
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
鬼
面
の
甲
冑
を
帯
し
た
武
者
の
霊
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
吉
良
川
八
幡
の
御
田
祭

で
、
「
小
林
」
が
、
何
時
頃
か
ら
何
故
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、
恐
ら
く
中
央
で
演
じ
ら
れ
て
い
た
も
の
を

学
ん
だ
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
と
す
る
と
、
廃
曲
に
な
る
以
前
の
室
町
時
代
の
「
小
林
」
の
面
影
を
か
な
り
映
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
辺

境
の
地
に
、
し
か
も
神
事
と
し
て
伝
わ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
他
の
芸
能
の
影
響
を
受
け
ず
に
そ
の
姿
を
良
く
残
し
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ

る
。
と
す
る
と
、
『
舞
芸
六
輪
次
第
』
の
分
類
と
相
ま
っ
て
、
「
小
林
」
が
鬼
能
で
あ
っ
た
可
能
性
の
一
つ
の
裏
付
け
と
な
ろ
う
。

さ
て
、
先
に
述
べ
た
構
造
上
の
特
色
と
、
こ
こ
に
述
べ
た
鬼
能
的
な
色
彩
を
加
味
す
る
と
、
「
小
林
」
は
護
法
型
で
し
か
も
鬼
能
で
あ

っ
た
こ
と
が
浮
上
し
て
こ
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
長
い
前
場
の
〔
問
答
〕
〔
語
り
〕
の
後
、
前
シ
テ
の
宮
シ
子
は
そ
の
ま
ま
残
り
、
そ
れ
と

は
別
の
人
物
が
梓
巫
女
の
口
寄
に
引
か
れ
て
鬼
の
面
・
甲
冑
姿
の
小
林
の
幽
霊
に
扮
し
て
登
場
し
、
立
働
き
の
後
退
場
す
る
と
い
う
、

「
護
法
」
や
「
昭
君
」
「
松
の
山
鏡
」
の
よ
う
な
型
の
能
で
あ
る
。

こ
こ
で
思
い
起
こ
さ
れ
る
の
が
、
世
阿
弥
が
軍
体
の
能
を
完
成
さ
せ
る
以
前
に
、
修
羅
と
い
う
能
が
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
『
風
姿
花

伝
』
第
二
物
学
条
々
に
は
、
修
羅
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

之
能
」
の
中
に
分
類
さ
れ
て
、

た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
よ
う
。

と
こ
ろ
で
、
高
知
県
室
戸
幸

こ
れ
又
、
一
体
の
物
な
り
。
よ
く
す
れ
ど
も
、
面
白
き
所
稀
な
り
。
ざ
の
み
に
す
ま
じ
ぎ
也
。
但
、
源
平
な
ど
の
名
の
あ
る
人
の
事

の
中
に
分
類
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
少
な
く
と
も
、
「
小
林
」
が
室
町
当
時
は
鬼
能
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
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が
ひ
て
、
そ
の
本
意
を
は
た
ら
く
べ
し
。
相
構
々
、
鬼
の
は
た
ら
き
、
又
舞
の
手
に
な
る
所
を
用
心
す
べ
し
。

右
か
ら
窺
え
る
修
羅
の
能
は
「
よ
く
す
れ
ど
も
、
面
白
き
所
稀
な
り
。
ざ
の
承
に
す
ま
じ
ぎ
也
。
…
…
こ
れ
体
な
修
羅
の
狂
ひ
、
や
入

も
す
れ
ば
鬼
の
振
舞
に
な
る
也
。
…
…
相
構
々
、
鬼
の
は
た
ら
き
・
鍼
…
・
に
な
る
所
を
用
心
す
べ
し
」
。
と
あ
る
よ
う
、
鬼
の
能
に
近
い
も

こ
の
修
羅
の
能
の
実
体
像
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
さ
れ
た
の
が
、
伊
藤
正
義
氏
の
「
世
阿
弥
に
お
け
る
能
の
形
成
ｌ
修
羅
と
軍
躰
を

（
巧
）

中
心
と
し
て
ｌ
」
で
あ
る
。
伊
藤
氏
は
、
高
野
辰
之
氏
の
御
説
を
参
照
さ
れ
な
が
ら
今
川
了
後
の
『
落
書
露
顕
』
の
次
の
記
事
、

さ
て
も
、
師
直
う
た
れ
て
二
三
年
後
に
て
あ
り
し
や
ら
む
、
祇
園
の
勧
進
の
田
楽
侍
り
し
に
は
、
四
疋
の
鬼
と
云
ふ
能
を
せ
し
に
…

か
ら
、
文
和
年
間
（
一
三
五
二
’
五
五
）
、
祇
園
社
の
勧
進
田
楽
に
お
い
て
、
そ
の
二
、
三
年
前
に
討
た
れ
た
高
師
直
を
め
ぐ
る
「
四
匹

の
鬼
と
云
ふ
能
」
が
演
じ
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
注
目
さ
れ
、
こ
れ
が
世
阿
弥
の
言
う
修
羅
で
あ
ろ
う
こ
と
を
推
測
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ

の
御
説
は
、
そ
れ
ま
で
鬼
能
と
さ
れ
て
い
た
「
四
匹
の
鬼
」
を
、
修
羅
の
能
と
し
て
把
え
た
画
期
的
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
あ
ま

（
Ⅳ
）

り
顧
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
例
え
ば
金
井
清
光
氏
が
、
「
四
匹
の
鬼
」
は
藤
原
千
方
が
金
鬼
・
風
鬼
・
水
鬼
、
隠
形
鬼
と
い
う
四
鬼

を
駆
使
し
て
朝
延
に
背
い
た
こ
と
を
描
く
「
千
方
」
の
こ
と
で
あ
る
と
さ
れ
た
な
ど
、
修
羅
と
し
て
で
は
な
く
、
鬼
能
と
し
て
把
え
ら
れ

の
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

て
来
た
よ
う
で
あ
る
。

が
、
最
近
、
天
野
寺

羅
の
狂
ひ
、
や
上
も
す
れ
ば
、
鬼
の
振
舞
に
な
る
也
。
又
は
舞
の
手
に
も
な
る
也
。
そ
れ
も
、
曲
舞
が
か
り
あ
ら
ぱ
、
少
し
舞
が
か

や
た

か
ざ
り

り
の
手
づ
か
ひ
、
よ
る
し
か
る
べ
し
。
弓
・
箭
ぐ
ひ
を
携
へ
て
、
打
物
を
以
て
厳
と
す
。
そ
の
持
ち
様
・
使
ひ
様
を
よ
く
ｊ
く
、
う
か

を
、
花
鳥
風
月
に
作
り
寄
せ
て
、
能
よ
け
れ
ば
、
何
よ
り
も
ま
た
面
白
し
。
是
、
こ
と
に
花
や
か
な
る
所
あ
り
た
し
。
こ
れ
体
な
修

さ
て
も
、

（
略
）

●
●
●

（
咽
）

天
野
文
雄
氏
は
「
能
と
仏
教
ｌ
修
羅
を
め
ぐ
っ
て
」
に
お
い
て
、
伊
藤
説
を
再
評
価
さ
れ
、
そ
れ
を
踏
ま
え
た
上
で
、

（
Ｍ
）
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二
、
『
太
平
記
』
巻
二
十
三
に
登
場
す
る
修
羅
道
に
堕
ち
た
楠
正
成
の
亡
霊
や
、
『
観
仏
三
昧
経
』
に
お
け
る
修
羅
の
像
か
ら
、
当
時
の

修
羅
が
多
頭
多
足
の
イ
メ
ー
ジ
で
把
え
ら
れ
て
お
り
、
「
四
頭
八
足
の
鬼
」
の
イ
メ
ー
ジ
と
重
な
る
こ
と
の
指
摘
。

三
、
「
小
林
」
が
、
軍
体
の
能
の
先
齪
た
る
修
羅
の
能
の
現
存
例
と
し
て
、
た
い
へ
ん
貴
重
で
あ
る
こ
と
の
指
摘
。

以
上
で
あ
る
が
、
第
一
点
に
つ
い
て
は
、
同
じ
く
了
俊
が
『
了
俊
一
子
伝
（
辨
要
抄
）
』
（
応
永
一
六
年
奥
書
）
に
お
い
て
、
『
落
書
露

、
、
、
、

顕
』
と
同
じ
話
題
を
採
り
上
げ
、
「
田
楽
の
う
に
、
四
頭
八
足
と
云
さ
る
が
う
せ
し
に
」
と
記
し
て
い
る
こ
と
も
補
強
と
な
ろ
う
。
天
野

説
は
、
伊
藤
説
を
補
う
以
上
に
、
修
羅
の
能
の
具
体
像
を
浮
上
さ
せ
た
点
で
た
い
へ
ん
刺
激
的
で
あ
る
。
特
に
、
「
小
林
」
と
修
羅
の
能

の
関
係
は
、
「
小
林
」
と
「
四
頭
八
足
の
鬼
」
が
ど
ち
ら
も
際
物
的
性
格
で
あ
り
、
ま
た
、
先
に
述
べ
た
「
小
林
」
の
鬼
能
的
な
性
格
を
鑑

み
た
場
合
、
首
肯
す
べ
き
御
説
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
二
の
点
に
お
い
て
、
「
四
頭
八
足
の
鬼
」
の
イ
メ
ー
ジ
が
千
頭
王
鬼
と
な
っ
て
七
頭

の
牛
に
乗
っ
て
い
る
正
成
の
亡
霊
や
、
九
頭
で
頭
毎
に
千
眼
あ
り
、
九
百
九
十
九
手
八
脚
で
、
口
中
か
ら
火
を
吐
く
と
い
う
『
観
仏
三
昧

経
』
の
修
羅
の
像
と
、
直
ち
に
結
び
つ
か
な
い
う
ら
み
が
残
ろ
う
。
そ
こ
で
、
も
う
少
し
修
羅
の
具
体
像
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
た
い
。

修
羅
は
阿
修
羅
と
も
言
い
、
鬼
神
の
一
種
で
、
須
弥
山
下
海
底
に
住
み
、
初
利
天
に
住
む
帝
釈
天
と
絶
え
ず
闘
争
を
繰
り
返
し
て
い
る

と
さ
れ
る
。
仏
教
で
は
天
の
部
類
に
は
入
ら
ず
、
八
部
衆
の
一
尊
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
具
体
的
な
姿
を
求
め
て
、
図
像
化
さ
れ
た
阿

修
羅
像
を
追
っ
て
み
る
と
、
不
定
形
な
多
頭
多
足
の
像
で
は
な
く
、
有
名
な
興
福
寺
の
も
の
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
、
ほ
ぼ
三
面
六
臂
二
足

に
落
ち
着
く
よ
う
で
あ
る
。
興
福
寺
の
像
は
、
八
部
衆
の
一
尊
と
し
て
善
神
的
容
貌
を
持
っ
て
い
る
が
、
中
世
に
入
る
と
阿
修
羅
は
恐
し

い
鬼
形
に
描
か
れ
る
よ
う
に
な
る
。
例
え
ば
、
『
北
野
天
神
縁
起
』
（
承
久
本
九
巻
、
承
久
元
年
（
一
二
一
九
）
成
立
、
北
野
神
社
蔵
）
の

あ
ら
た
に
修
羅
の
能
に
つ
い
て
論
究
さ
れ
て
い
る
。
天
野
氏
の
新
視
点
は
次
の
三
点
に
な
ろ
う
。

、

、
、
、

一
、
『
落
書
露
顕
』
の
善
本
（
彰
考
館
本
）
の
出
現
に
よ
り
、
「
四
匹
の
鬼
と
云
ふ
能
」
が
、
「
四
頭
八
足
の
鬼
と
云
ふ
能
」
に
訂
正
さ
れ

『
落
書
露
顕
』
の
善
本
（
彰
老

る
べ
き
で
あ
る
こ
と
の
確
認
。
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（
四
）

明
徳
の
乱
の
顛
末
を
記
し
た
『
明
徳
記
』
は
、
室
町
軍
記
の
初
頭
を
飾
る
も
の
と
し
て
著
名
で
あ
る
。
そ
の
成
立
は
、
富
倉
徳
次
郎
氏

に
よ
る
と
、
乱
後
、
明
徳
二
年
夏
か
ら
同
四
年
冬
ま
で
の
間
に
初
稿
本
が
成
立
し
、
更
に
、
作
者
自
身
に
よ
る
訂
正
加
筆
を
経
た
増
訂
本

が
、
応
永
三
年
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
成
立
し
た
と
さ
れ
る
。
早
く
か
ら
語
り
物
的
色
彩
の
濃
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
、
『
看
聞
御
記
』
応
永

二
十
三
年
（
一
四
一
六
）
七
月
三
日
の
条
「
先
日
物
語
僧
又
被
召
語
之
。
山
名
奥
州
叛
事
一
部
語
之
。
有
其
興
…
」
に
見
ら
れ
る
如
く
、

物
語
僧
の
語
り
の
素
材
と
も
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
明
徳
記
が
、
乱
後
か
な
り
世
間
に
流
布
し
て
お
り
、
謡
曲
作
者
の
眼
に
も
と
ま
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
曲
中
の
ワ
キ
の
詞

第
八
巻
「
修
羅
道
」
に
は
、
天
上
の
帝
釈
天
と
合
戦
す
る
阿
修
羅
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
そ
の
姿
は
二
つ
の
宝
珠
を
頂
き
、
弓
箭
と
二
本

の
剣
を
持
っ
た
三
面
六
臂
二
足
の
恐
し
い
鬼
形
で
あ
る
。
ほ
ぼ
同
様
の
姿
が
、
聖
衆
来
迎
寺
蔵
『
六
道
絵
』
（
鎌
倉
中
期
成
立
、
全
一
五

幅
）
の
「
阿
修
羅
道
図
」
に
も
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
流
布
し
た
「
十
界
曼
茶
羅
」
に
描
か
れ
る
修
羅
も
、
三
面

六
臂
の
鬼
神
の
姿
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
阿
修
羅
は
三
面
六
臂
二
足
の
鬼
形
、
と
い
う
の
が
ほ
ぼ
定
形
な
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
見
方

を
変
え
る
と
、
三
頭
八
足
の
鬼
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
さ
ら
に
、
阿
修
羅
の
中
で
は
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
が
、
他
の
鬼
神
像
の
中
に

は
、
三
頭
の
上
に
さ
ら
に
小
さ
な
一
頭
を
乗
せ
て
い
る
も
の
も
ま
ま
見
う
け
ら
れ
、
そ
う
な
る
と
正
に
四
頭
八
足
と
い
う
こ
と
に
な
ろ

う
。
一
般
的
に
憤
怒
の
形
相
を
し
た
鬼
神
像
に
は
、
三
面
六
臂
二
足
の
も
の
が
多
く
、
阿
修
羅
に
だ
け
見
ら
れ
る
特
長
で
は
な
い
。
し
か

し
、
「
四
頭
八
足
の
鬼
」
、
す
な
わ
ち
中
世
に
お
け
る
修
羅
の
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
、
図
像
を
一
つ
の
手
掛
り
と
し
て
明
ら
か
に
で
き
る

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

三
、
「
小
林
」
と
『
明
徳
記
』
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、
、
、
、

章
の
中
に
「
氏
清
の
御
豆
、
弓
と
っ
て
の
名
匠
に
て
御
座
候
間
、
世
に
る
ふ
さ
せ
ん
が
為
に
、
め
い
ど
き
（
『
明
徳
記
』
の
音
便
変
化
）

に
も
あ
ら
は
さ
れ
て
候
に
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
窺
え
よ
う
。
ま
た
、
こ
の
ワ
キ
の
詞
章
が
、
従
来
「
小
林
」
と
『
明
徳
記
』
と
の
直
接

的
関
係
を
示
し
て
い
る
、
と
考
え
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

（
別
）

と
こ
ろ
で
近
年
、
天
野
文
雄
氏
は
、
「
小
林
」
は
『
明
徳
記
』
を
直
接
の
典
拠
と
し
た
の
で
は
な
く
、
実
際
に
石
清
水
八
幡
宮
社
頭
に

！
‐
・
く
だ
ん
ゞ
，
‐

お
い
て
宮
シ
子
に
語
ら
れ
て
い
た
物
語
が
曲
中
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
の
で
あ
り
、
件
の
ワ
キ
の
詞
章
も
、
こ
の
能
が
『
明
徳
記
』
と
は
別

個
に
成
立
し
た
こ
と
を
明
言
し
た
も
の
で
は
な
い
か
、
と
の
見
解
を
示
さ
れ
た
。
そ
れ
ま
で
、
「
小
林
」
と
『
明
徳
記
』
の
関
係
は
、
素

材
面
の
一
致
か
ら
漠
然
と
認
め
ら
れ
て
い
た
だ
け
で
、
両
者
を
詳
細
に
比
較
し
た
研
究
が
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
御
説
は
新
し
い
問

題
を
提
起
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
但
し
、
両
者
間
で
一
致
す
る
部
分
も
多
く
、
し
か
も
、
石
清
水
社
頭
に
於
い
て
宮
シ
子
が
軍
語
り
を
す

る
と
い
う
、
実
例
の
見
つ
か
ら
な
い
語
り
の
芸
態
を
想
定
す
る
な
ど
、
再
考
を
要
す
る
点
も
あ
る
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は

天
野
説
を
踏
ま
え
た
上
で
、
あ
ら
た
め
て
両
者
を
比
較
し
、
影
響
関
係
を
検
討
し
た
い
。

「
小
林
」
に
お
い
て
『
明
徳
記
』
の
記
事
と
対
応
す
る
の
は
、
６
段
・
７
段
に
か
け
て
で
あ
る
。
長
く
な
る
が
、
次
に
そ
の
全
文
を
松

井
家
一
番
綴
本
に
よ
り
挙
げ
よ
う
。
な
お
、
句
読
点
・
濁
点
は
原
本
の
ま
ま
と
す
る
。

Ｊ６
〔
語
り
〕
物
カ
タ
リ
ざ

に

Ａ

お
や
ま
に
ち
や
く
陣
す
。

御
合
戦
年
内
に
も
御
座
候
へ
か
し
と
申
せ
ば
。
は
し
め
は
正
月
二
日
に
さ
た
め
ら
れ
し
を
。
俄
に
引
か
へ
十
二
月
ゑ
そ
か
に
さ
た
む
。

先
に
し
の
お
か
に
ひ
か
へ
た
る
。
小
林
の
陣
へ
使
者
を
た
て
。
急
度
参
れ
仰
合
ら
る
へ
ぎ
事
あ
り
と
有
し
に
。
小
林
申
様
。
御
合
戦

ら
か
た
を
ひ
い
て
い
は
く
。
そ
う
し
て
氏
清
は
水
性
の
人
に
て
ま
し
ま
す
。
冬
の
水
は
わ
う
を
つ
か
さ
と
る
な
れ
は
。
あ
つ
は
れ
此

ざ
て
も
明
徳
二
年
十
二
月
廿
六
日
に
。
山
名
の
む
つ
の
か
み
氏
清
は
。
い
つ
永
の
堺
を
た
っ
て
此
や
わ
た
の

年
頃
め
し
つ
か
ひ
け
る
は
か
せ
を
め
し
て
。
い
ぐ
さ
の
定
日
を
ゑ
ら
ひ
申
せ
と
仰
有
し
か
ば
。
は
か
せ
う
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の
定
日
を
承
。
是
よ
り
す
ぐ
に
う
ち
野
へ
は
せ
参
べ
き
よ
し
申
。
氏
清
大
き
に
い
か
り
。
め
す
に
参
ら
ず
は
氏
清
が
参
べ
き
や
ら
ん

と
仰
ら
れ
し
か
ば
。
じ
す
る
に
及
ず
小
林
八
幡
の
御
陣
に
参
り
。
氏
清
今
迄
遅
参
意
得
す
と
て
。
御
け
し
き
あ
し
か
り
し
に
。
小
林

ち
つ
と
も
さ
は
か
す
申
や
う
。
日
頃
御
心
よ
せ
の
か
た
ノ
、
に
仰
合
ら
れ
候
上
は
。
今
更
何
の
御
大
事
の
候
と
申
せ
ば
。
氏
清
此
事

は
し
め
よ
り
御
ぶ
ん
に
こ
そ
た
ん
せ
し
か
ど
も
。
氏
清
が
と
が
の
み
い
ひ
て
。
無
念
の
心
中
は
と
ぶ
ら
は
ざ
り
つ
る
間
。
な
か
ば
は

お
こ
と
に
だ
ん
ぜ
ぬ
な
り
。
其
時
小
林
。
先
御
心
を
し
つ
め
て
ぎ
こ
し
め
さ
れ
候
へ
・
御
せ
ん
そ
に
を
き
て
は
。
わ
づ
か
に
上
野
の

守
に
て
御
座
候
ひ
し
が
。
た
う
け
御
身
に
あ
て
上
四
ヶ
国
。
御
一
門
に
を
ひ
て
十
二
ヶ
国
御
拝
領
候
上
は
。
何
の
御
不
足
か
候
べ
き

と
申
せ
ば
。
氏
清
い
や
所
領
に
つ
き
て
の
望
は
な
し
。
ひ
と
へ
に
此
一
門
ぼ
ろ
ぽ
さ
る
べ
き
御
た
く
承
な
れ
は
と
仰
ら
れ
し
か
ば
。

ｏ
０
０
Ｉ
Ｉ
０
０
Ｉ
９
Ｉ
０
０
０
０
０
０
０
Ｉ
０
０
０
０
０
０
０
Ｉ
１
０
０
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
９
Ｉ
Ⅱ
０
０
０
１
０
０
９
０
０
０
Ｉ
Ｉ
０
１
０
０
Ｉ
０
０
１
１
０
Ｉ
０
１
１
１
９
９
０
Ｉ
９
Ｉ
０
０
Ｉ
０
１
９
９
０
０
１
０
０
０
０
０
８
９
９
０
１
１
９
９
０
９
０
９
８
１
１
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｏ
９
９
０
８
１
０
９
１
０
１
０
９
９
０
０
Ｉ
０
－
１

邪
林
い
や
そ
れ
も
さ
る
た
め
し
の
候
・
平
家
運
末
に
成
時
か
と
よ
・
ほ
う
し
や
う
し
殿
よ
り
西
八
条
へ
打
て
む
か
ふ
と
聞
え
し
な

一
ぱ
。
じ
ゃ
う
か
い
大
き
に
い
か
り
。
打
手
の
む
か
は
い
さ
ぎ
に
ゐ
む
を
取
奉
り
て
。
ゑ
ん
ご
く
へ
う
つ
し
申
さ
ん
と
て
。
す
で
に
ぅ
一

ろ
た
つ
よ
し
聞
え
し
か
ぱ
。
ほ
う
わ
う
お
と
ろ
き
覚
し
め
し
。
じ
や
う
げ
む
ほ
う
ゐ
ん
を
も
っ
て
御
な
た
め
有
し
か
ど
も
。
じ
や
う
一

添
い
せ
う
い
ん
申
さ
ざ
り
し
か
ぱ
。
法
印
涙
を
な
が
し
へ
み
上
を
し
ん
し
て
め
を
う
た
か
は
ん
は
。
け
ん
じ
ん
か
へ
っ
て
さ
ん
上

兀
た
る
へ
し
。
世
は
末
世
に
お
よ
ふ
と
い
へ
と
も
。
日
月
は
地
に
お
ち
た
ま
は
す
。
詞
あ
つ
は
れ
是
は
人
の
け
う
が
い
に
て
も
や
催

ぢ
ん
と
申
せ
は
。
さ
し
も
よ
こ
が
承
を
や
ぶ
り
し
じ
や
う
か
い
も
。
た
け
き
御
ま
な
こ
よ
り
な
ゑ
た
を
な
か
し
。
其
御
む
ほ
ん
覚
上

あ
し
と
上
ま
り
た
ま
ひ
ぬ
と
う
け
た
ま
は
る
。
ぺ
あ
つ
は
れ
そ
れ
か
し
も
法
印
程
の
身
に
あ
ら
は
。
な
と
か
申
と
Ｌ
め
さ
ら
ん
と
一

Ｄ
ト
ー
ト
ー
ト
ー
い
Ｉ
ト
ー
ｌ
ト
ー
ト
ー
ト

〔
下
ヶ
奇
〕
詞
へ
さ
め
ノ
く
ｌ
と
な
き
け
れ
は
。
さ
し
も
に
た
け
ぎ
心
に
も
。
お
く
見
え
け
る
か
み
ち
の
く
の
。
し
の
ぶ
涙
は
せ
き

あ
へ
す

〔
語
り
〕
シ
テ
詞
か
く
て
せ
ん
ひ
を
く
ひ
て
か
な
は
し
。
是
こ
れ
見
給
へ
と
て
。
に
し
き
の
御
は
た
を
取
い
た
し
是
は
一
と
せ
な
ん

て
う
よ
り
給
り
た
り
。
是
に
子
共
を
あ
ひ
そ
へ
。
も
し
運
ひ
ら
き
な
ぱ
世
は
小
は
や
し
か
は
か
ら
い
と
仰
ら
れ
し
か
は
。
其
時
小
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右
の
展
開
を
大
雑
把
に
押
え
る
と
、
６
段
は
男
山
で
の
氏
清
の
軍
評
定
を
宮
シ
子
の
〔
語
り
〕
で
描
き
、
７
段
で
は
山
名
方
の
軍
勢
の

手
分
け
を
ワ
キ
の
僧
と
シ
テ
の
宮
シ
子
の
〔
掛
ヶ
合
〕
に
よ
っ
て
列
挙
す
る
、
と
い
う
よ
う
に
進
む
の
で
あ
る
が
、
こ
の
展
開
は
『
明
徳

記
』
上
巻
の
後
半
部
の
話
の
順
序
（
『
明
徳
記
』
諸
本
間
で
大
き
な
異
同
な
し
）
と
鮮
や
か
な
対
応
を
見
せ
る
。
さ
ら
に
、
〔
語
り
〕
の
内

容
を
モ
チ
ー
フ
ご
と
に
分
析
し
て
、
『
明
徳
記
』
の
該
当
部
分
と
比
べ
て
承
よ
う
。

Ｊ７
〔
□
〕
ワ
キ
詞
、
と
て
も
の
事
に
。
て
わ
け
の
や
う
が
承
度
候

に

（
マ
、
）

〔
掛
ヶ
合
〕
シ
テ
、
ま
つ
な
い
ぱ
ぜ
い
五
百
ぎ
を
は
。
一
番
せ
い
と
ぞ
さ
た
め
け
る
ワ
キ
、
さ
て
お
は
し
の
三
郎
は
い
か
に

シ
テ
、
お
は
し
の
三
郎
は
。
よ
る
ノ
ー
み
れ
の
た
う
に
陣
取
て
居
た
り
し
が
。
何
と
か
お
も
ひ
け
ん
。
う
し
ろ
に
一
手
な
く
て
は
か

な
ふ
ま
し
と
て
。
べ
つ
ち
や
の
い
つ
た
う
詞
三
百
余
き
。
さ
も
花
や
か
に
梅
津
松
の
尾
。
ヘ
な
ら
ひ
の
岡
を
内
野
の
陣
の
。
西
お
も

て
に
こ
そ
と
っ
た
り
け
れ
ワ
キ
、
さ
て
小
林
の
上
野
の
守
は
シ
テ
、
小
林
に
は
丹
波
せ
い
五
百
ぎ
相
添
。
内
野
に
時
の
声
あ
か

ら
は
。
ヘ
せ
め
い
れ
と
こ
そ
下
知
し
け
れ

ワ
キ
、
さ
て
大
し
や
う
の
御
せ
い
い
か
程
有
け
る
そ
シ
テ
、
そ
う
し
て
氏
清
の
御
せ
い
三
千
八
百
余
騎
。
あ
へ
て
し
り
そ
く
事
な

か
れ
と
。
ヘ
こ
と
ば
に
花
さ
く
そ
の
い
き
ほ
ひ

を
ひ
つ
さ
け
し
も
是
に
は
い
か
て
ま
さ
る
へ
ぎ
シ
テ
ヘ
さ
れ
は
よ
そ
れ
は
い
な
か
ら
天
下
を
と
り
し
あ
つ
さ
弓
同
へ
是
は
ひ
き

、
、
、
、
、
、
、
、

林
。
ヘ
め
い
は
ぎ
に
よ
っ
て
か
ろ
し
と
い
へ
り
。

、
、
一
●
●

か
へ
て
名
を
こ
そ
の
こ
せ
み
ち
の
く
の
し
の
ふ
も
ち
す
り
誰
ゆ
へ
そ
。
世
の
乱
れ
成
ら
ん
じ
む
こ
う
の
程
そ
無
念
な
る

〔
上
ヶ
奇
〕
同
ぺ
た
と
へ
は
か
ん
の
か
う
そ
の
。
ｊ
く
、
。
せ
う
わ
う
を
せ
め
ん
と
て
せ
う
が
か
む
し
ん
を
左
右
に
た
て
三
尺
の
剣

『
〕

●
●
●
●
●
●

●
●

〔
上
ノ
詠
〕

E

と
り
得
す
は
き
え
こ
そ
は
て
め
あ
つ
さ
ゆ
み
。
引
は
か
へ
さ
し
み
ち
し
は
の
露

C
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と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
を
謡
曲
の
傍
線
Ａ
部
分
と
比
べ
る
と
、
内
容
的
な
一
致
は
と
も
か
く
、
表
現
の
上
で
も
非
常
に
近
似
し
て
い
る
こ

と
が
わ
か
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
両
者
の
関
係
は
一
目
瞭
然
な
の
で
あ
る
が
、
た
だ
、
四
つ
の
モ
チ
ー
フ
の
内
、
３
の
小
林
が
氏
清
に
諫

言
す
る
場
面
で
〃
浄
賢
法
師
が
後
白
河
法
皇
を
配
流
し
よ
う
と
す
る
清
盛
を
諫
め
た
ｌ
『
平
家
物
語
』
の
「
法
師
問
答
」
″
を
例
話
と
し

て
引
く
部
分
（
点
線
枠
内
）
が
、
『
明
徳
記
』
に
は
見
ら
れ
な
い
。
天
野
氏
は
、
こ
の
点
を
「
小
林
」
が
『
明
徳
記
』
を
直
接
の
典
拠
と
し

な
い
こ
と
の
要
因
と
さ
れ
て
い
る
。
確
か
に
こ
れ
は
問
題
に
な
ろ
う
が
、
こ
の
話
が
ス
ト
ー
リ
ー
の
相
違
で
は
な
く
、
諌
言
の
場
に
引
用

６
段
の
〔
語
り
〕
は
、
次
の
四
つ
の
モ
チ
ー
フ
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。

１
、
氏
清
が
陰
陽
師
に
占
わ
せ
て
、
決
戦
の
日
を
正
月
二
日
か
ら
十
二
月
晦
日
に
変
更
し
た
こ
と
。

２
、
氏
清
が
取
り
巻
き
の
者
達
と
の
談
合
で
こ
の
合
戦
を
計
っ
た
こ
と
に
対
し
て
、
小
林
上
野
守
が
不
満
を
述
べ
る
こ
と
。

３
、
小
林
上
野
守
が
、
浄
賢
法
印
が
平
清
盛
を
諫
め
た
話
を
引
い
て
、
氏
清
に
諫
言
を
す
る
こ
と
。

４
、
氏
清
が
合
戦
に
備
え
て
南
朝
よ
り
錦
の
御
旗
を
賜
っ
た
こ
と
を
語
り
、
小
林
上
野
守
に
乱
後
の
執
事
職
を
奨
め
る
こ
と
。

こ
の
う
ち
、
１
．
２
．
４
の
三
つ
は
、
『
明
徳
記
』
に
も
見
ら
れ
、
叙
述
の
方
法
や
量
の
多
少
の
違
い
が
あ
っ
た
り
、
話
の
順
序
が
入

れ
変
わ
っ
て
い
る
な
ど
の
相
違
こ
そ
あ
る
も
の
の
、
基
本
的
な
内
容
に
お
い
て
一
致
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
よ
う
。
一
例
を
示
す
と
、
語

り
出
し
の
氏
清
が
陰
陽
師
に
決
戦
の
日
を
占
わ
せ
る
条
で
あ
る
が
、
『
明
徳
記
』
で
は
、

「
サ
ラ
ハ
、
合
戦
〈
正
月
二
日
」
卜
定
メ
タ
リ
シ
処
二
、
峰
堂
八
幡
ノ
勢
共
抜
々
’
一
落
テ
、
夜
々
’
一
勢
ス
ク
ト
聞
ヘ
ヶ
レ
ハ
、
「
角

テ
ハ
、
何
ト
カ
有
ヘ
キ
。
サ
ラ
ハ
、
年
内
ト
明
春
ト
何
レ
カ
合
戦
一
一
利
ア
ル
ヘ
キ
」
卜
被
召
具
タ
リ
ヶ
ル
陰
陽
博
士
一
一
占
ハ
セ
ラ
レ

ヶ
ル
’
一
、
博
士
占
形
ヲ
開
テ
心
静
二
合
戦
ノ
吉
凶
ヲ
勘
カ
ヘ
ル
’
一
、
「
奥
州
〈
水
性
ノ
人
也
。
時
今
冬
也
。
サ
レ
ハ
、
水
〈
王
ニ
シ

テ
、
年
内
御
合
戦
有
〈
治
定
ノ
御
勝
」
ト
勘
へ
申
タ
リ
ヶ
レ
ハ
、
奥
州
誠
二
快
ケ
ニ
テ
、
「
サ
ラ
ハ
、
方
々
ノ
責
口
へ
相
触
ョ
、
合

戦
〈
晦
日
」
ト
ソ
被
定
ケ
ル
。
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と
い
う
、
伍
子
骨
が
呉
王
夫
差
に
諫
言
を
し
た
た
め
誰
さ
れ
る
説
話
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
松
平
文
庫
本
（
上
巻
の
承
零
本
）
は
、

（
犯
）

近
年
、
和
田
英
道
・
大
森
北
義
の
両
氏
に
よ
っ
て
相
継
い
で
報
告
さ
れ
た
一
伝
本
で
あ
る
。
両
氏
の
御
説
に
よ
る
と
、
記
事
構
成
や
叙
述

が
他
の
伝
本
よ
り
簡
潔
で
記
録
的
で
あ
り
、
ま
た
独
自
の
本
文
が
散
見
さ
れ
る
こ
と
、
叙
述
の
順
序
の
違
い
が
見
ら
れ
る
こ
と
な
ど
、
比

較
的
異
同
の
少
な
い
『
明
徳
記
』
諸
本
に
お
い
て
注
目
さ
れ
る
べ
き
伝
本
で
あ
り
、
大
森
氏
は
「
原
初
的
な
形
態
の
性
格
」
を
有
す
る
と

推
測
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
松
平
文
庫
本
が
、
謡
曲
と
同
じ
く
小
林
の
諫
言
の
場
で
、
例
話
を
挿
入
し
て
い
る
こ
と
は
軽
視
で
き
な
い
と
考

え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
部
分
は
例
話
が
入
り
易
い
場
面
で
あ
り
、
松
平
文
庫
本
以
外
に
も
こ
の
部
分
に
な
ん
ら
か
の
逸
話
ｌ
そ

れ
が
「
法
印
問
答
」
で
あ
る
こ
と
も
有
り
得
る
Ｉ
を
差
し
入
れ
た
伝
本
が
あ
っ
た
こ
と
も
想
定
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
と
す

る
と
、
謡
曲
作
者
が
「
法
印
問
答
」
を
含
ん
だ
伝
本
を
見
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
よ
り
も
、
中
国
の
話
で
あ
る
「
伍

子
膏
と
呉
王
夫
差
」
の
説
話
を
、
『
平
家
物
語
』
に
あ
る
「
法
印
問
答
」
と
差
し
換
え
た
か
、
ま
た
は
享
受
者
の
嗜
好
を
考
え
た
上
で
こ

の
話
を
挿
入
し
た
可
能
性
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
作
者
の
一
曲
を
作
り
上
げ
る
際
の
構
成
意
図
の
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
む
し
ろ
そ
の

可
能
性
が
強
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

さ
れ
る
例
話
で
あ
る
こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
『
明
徳
記
』
の
諸
本
の
一
つ
で
あ
る
松
平
文
庫
本
に
は
、
こ
の
小
林
の
諌
言
の
場
に
、

昔
、
異
国
一
一
呉
王
夫
差
イ
ッ
シ
ハ
、
越
ノ
国
ヲ
打
取
り
、
勝
験
テ
斉
ヲ
討
ツ
ト
企
ル
。
伍
子
骨
、
是
ヲ
イ
サ
メ
シ
’
一
用
ヒ
ス
。
剰
へ

伍
子
骨
ヲ
先
シ
謙
シ
ヶ
リ
。
其
後
、
師
ヲ
致
テ
越
ノ
為
二
打
負
テ
、
最
後
ノ
言
一
一
日
ク
、
『
黄
泉
担
子
胄
自
獄
率
猶
強
』
ト
テ
、
終

（
皿
）

二
空
フ
成
ニ
ヶ
リ
。
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前
節
に
お
い
て
、
小
林
諌
言
の
場
に
お
け
る
「
法
印
問
答
」
説
話
の
挿
入
は
、
多
分
に
作
者
の
意
識
的
な
作
為
に
よ
る
所
産
で
あ
る
と

述
べ
た
が
、
こ
の
よ
う
に
「
小
林
」
に
は
『
明
徳
記
』
を
用
い
な
が
ら
も
素
材
に
寄
り
掛
り
過
ぎ
ず
に
、
そ
れ
を
分
解
し
て
再
構
成
す
る

と
い
う
、
明
ら
か
な
構
成
意
識
が
見
ら
れ
る
。
最
も
顕
著
な
の
は
６
段
の
終
り
に
位
置
す
る
傍
線
Ｂ
の
〔
上
ノ
詠
〕
ヘ
と
り
得
す
ぱ
き
え

こ
そ
は
て
め
あ
つ
さ
ゆ
み
引
は
か
へ
さ
じ
ゑ
ち
し
ぱ
の
露
」
と
い
う
和
歌
で
あ
る
。
こ
の
和
歌
は
、
小
林
の
諫
言
か
ら
の
続
き
と
し
て
い

さ
さ
か
唐
突
な
観
で
謡
わ
れ
、
語
り
の
流
れ
を
中
断
さ
せ
る
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
。
が
、
〔
語
り
〕
の
最
高
潮
に
位
置
し
、
〔
掛
ヶ
合
〕

に
続
く
上
に
ひ
と
つ
の
ア
ク
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
作
者
か
ら
重
大
な
役
割
を
与
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
ま

た
、
「
天
下
を
取
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
、
消
え
果
て
て
し
ま
え
梓
弓
。
二
度
と
生
き
て
は
引
き
帰
さ
な
い
道
芝
の
露
の
よ
う
な
は
か

な
い
こ
の
命
よ
。
」
と
い
う
歌
の
内
容
か
ら
も
、
い
や
が
お
う
で
も
悲
槍
感
を
高
め
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
実
は
、
こ
の
和
歌
は
『
明
徳

記
』
の
下
巻
に
出
て
来
る
、
氏
清
が
合
戦
を
前
に
し
て
送
っ
た
御
台
所
へ
の
手
紙
の
中
に
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
部
分
を
次
に
引
こ

記
』

シ
ハ
ノ
○

サ
テ
モ
此
御
台
、
久
手
ヲ
放
ス
持
給
ヒ
タ
ル
文
二
、
最
後
二
物
ヲ
書
添
テ
御
胸
二
当
テ
、
死
給
シ
ヲ
、
怪
ト
思
進
セ
テ
傍
ノ
人
御
送

ノ
際
二
取
テ
見
レ
〈
、
十
二
月
廿
七
日
二
八
幡
ヨ
リ
和
泉
へ
進
ラ
セ
タ
ル
奥
州
ノ
御
文
一
一
テ
ソ
有
ケ
ル
・
余
リ
ノ
労
サ
’
一
ア
タ
リ
也

ケ
ル
僧
、
此
文
ノ
裏
ヲ
翻
シ
テ
六
職
ノ
真
文
ヲ
書
写
シ
テ
、
此
人
々
ノ
追
膳
二
備
フ
。
其
奥
州
ノ
御
文
一
天
、

取
エ
ス
ハ
消
ヌ
ト
思
へ
梓
弓
引
テ
帰
ラ
ヌ
路
芝
ノ
露

其
袖
書
二
女
性
モ
歌
ヲ
書
副
給
ケ
リ
。

四
、
謡
曲
作
者
の
構
成
意
識
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謡曲『小林』考（小林）

沈
ム
ト
モ
同
ク
越
ン
待
シ
ハ
シ
苦
シ
キ
海
ノ
夢
ノ
浮
橋

ト
有
ケ
ル
ヲ
、
人
コ
ト
ニ
哀
ミ
テ
袖
ヲ
濡
サ
ヌ
ハ
無
カ
リ
ヶ
リ
。

「
小
林
」
の
〔
上
ノ
詠
〕
が
、
右
の
氏
清
か
ら
御
台
に
贈
ら
れ
た
和
歌
か
ら
取
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
、
こ

の
和
歌
は
増
訂
本
と
言
わ
れ
る
陽
明
文
庫
本
で
は
、

か
へ
ら
ず
ぱ
き
え
ぬ
と
お
も
へ
梓
弓
ひ
く
は
う
き
居
の
み
ち
し
ば
の
露

と
な
っ
て
お
り
、
初
句
・
二
句
・
四
句
が
〔
上
ノ
詠
〕
の
形
と
違
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
「
小
林
」
が
増
訂
本
統
系
で
は
な
く
、

初
稿
本
系
の
本
文
を
参
照
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
も
判
明
す
る
の
で
あ
る
。

と
も
あ
れ
、
こ
の
よ
う
に
、
物
語
中
の
掛
け
離
れ
た
位
置
に
あ
る
和
歌
を
、
６
段
と
７
段
を
継
ぐ
一
曲
の
極
所
に
配
す
る
あ
た
り
、
謡

曲
作
者
の
意
図
が
か
い
ま
見
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
決
っ
し
て
既
成
の
語
り
物
を
ボ
ン
と
差
し
入
れ
た
だ
け
で
な
い
こ
と
が
わ
か
ろ
う
。

さ
て
、
以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
先
に
引
用
し
た
６
段
・
７
段
の
全
体
を
振
り
返
っ
て
ゑ
た
と
ぎ
、
次
の
こ
と
に
気
が
付
く
。
〔
上

ノ
詠
〕
の
和
歌
は
、
「
梓
弓
」
と
い
う
語
と
そ
の
縁
語
で
あ
る
「
取
る
」
「
引
く
」
を
巧
ゑ
に
配
し
て
よ
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
７
段

、
、
、
、
、
、

、
、

の
〔
上
ヶ
葛
〕
傍
線
Ｃ
を
見
る
と
、
「
さ
れ
は
よ
そ
れ
は
い
な
か
ら
天
下
を
と
り
し
あ
つ
さ
弓
是
は
ひ
き
か
へ
て
名
を
こ
そ
の
こ
せ
」

と
、
〔
上
ノ
詠
〕
に
出
て
い
る
「
梓
弓
」
と
そ
の
縁
語
が
、
織
り
込
ん
で
作
詞
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
６
段
の
〔
上
ノ
詠
〕

と
７
段
の
〔
上
ヶ
奇
〕
と
が
対
応
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。

、
、
、
、
、
、

さ
ら
に
、
こ
の
よ
う
な
語
句
間
の
対
応
関
係
に
注
目
す
る
と
、
６
段
の
〔
下
ヶ
奇
〕
傍
線
Ｄ
の
「
お
く
見
え
け
る
か
み
ち
の
く
の
。
し

、
、
．

、
、
、
、
、
、
、
、

の
ぶ
涙
は
せ
ぎ
あ
へ
す
が
、
や
は
り
７
段
〔
上
ヶ
奇
〕
傍
線
Ｃ
の
「
名
を
こ
そ
の
こ
せ
ゑ
ち
の
く
の
し
の
ふ
も
ち
す
り
誰
ゆ
へ
そ
。
」
と

同
じ
歌
語
を
踏
ま
え
て
呼
応
す
る
と
考
え
ら
れ
ま
い
か
。
と
す
る
と
、
こ
の
６
段
か
ら
７
段
に
か
け
て
の
構
成
は
、
『
明
徳
記
』
か
ら
抜

フ
シ

き
出
し
た
叙
事
的
な
〔
語
り
〕
〔
掛
ヶ
合
〕
の
部
分
と
、
そ
れ
を
繋
げ
る
〔
下
ヶ
奇
〕
〔
上
ノ
詠
〕
〔
上
ヶ
奇
〕
の
節
を
と
も
な
っ
た
叙
情
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と
こ
ろ
で
、
謡
曲
作
者
が
『
明
徳
記
』
か
ら
受
け
た
影
響
に
つ
い
て
考
え
る
と
、
次
の
こ
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
「
小
林
」

の
７
段
〔
上
ヶ
歌
〕
の
傍
線
Ｅ
の
部
分
「
た
と
へ
は
か
ん
の
こ
う
そ
の
・
ノ
ー
・
せ
う
わ
う
を
せ
め
ん
と
て
せ
う
が
か
む
し
ん
を
左
右
に

た
て
」
と
い
う
比
愉
表
現
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
『
明
徳
記
』
中
巻
の
次
の
部
分
、

御
馬
廻
ノ
軍
奉
行
ニ
ハ
、
一
色
左
京
大
夫
詮
範
・
今
川
右
衛
門
佐
仲
秋
両
人
也
。
何
モ
元
来
名
ヲ
得
ダ
ル
勇
士
共
ナ
レ
ハ
、
御
勢
ノ

進
ミ
退
ク
処
二
御
旗
ヲ
堅
ク
兵
二
守
護
セ
サ
セ
、
前
後
左
右
二
馳
廻
リ
テ
兵
ヲ
勇
メ
、
勢
ヲ
オ
キ
テ
傍
ヲ
払
ヘ
ル
有
様
〈
、
高
祖
ノ

韓
信
・
彰
越
カ
両
将
ノ
機
ヲ
司
テ
、
百
万
ノ
兵
ヲ
指
呼
二
随
へ
シ
ニ
殊
ナ
ラ
ス
。

と
い
う
、
将
軍
義
満
の
威
容
を
描
く
場
面
で
、
一
色
左
京
大
夫
と
今
川
右
衛
門
佐
を
左
右
に
配
し
た
様
子
を
、
高
祖
が
韓
信
・
彰
越
の
両

将
を
左
右
に
配
し
た
の
に
例
え
た
表
現
に
、
少
な
か
ら
ず
影
響
を
受
け
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

的
な
部
分
か
ら
組
承
立
て
ら
れ
て
お
り
、
叙
情
的
部
分
は
、
そ
れ
ぞ
れ
Ｂ
「
梓
弓
」
、
Ｄ
「
ゑ
ち
の
く
」
の
歌
語
と
そ
の
縁
語
を
用
い
て
、

６
段
・
７
段
の
詰
め
の
部
分
に
位
置
す
る
Ｃ
の
〔
上
ヶ
奇
〕
に
収
束
す
る
よ
う
に
、
効
果
を
考
え
た
上
で
意
図
的
に
構
成
さ
れ
て
い
る
と

考
え
ら
れ
よ
う
。
こ
こ
に
は
、
謡
曲
の
作
詞
法
上
よ
く
言
わ
れ
る
、
綴
れ
錦
と
い
う
よ
う
な
華
麗
な
修
辞
は
な
い
。
む
し
ろ
稚
拙
な
観
さ

え
あ
る
が
、
『
明
徳
記
』
の
中
の
一
和
歌
を
採
り
上
げ
、
そ
れ
を
軸
と
し
た
、
修
辞
以
上
の
明
ら
か
な
作
者
の
構
成
上
の
意
識
が
窺
わ
れ

え
た
い
。

る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、

前
節
で
は
、
〔
語
り
〕
を
中
心
と
し
て
作
者
の
構
成
意
識
に
つ
い
て
考
察
し
た
が
、
本
章
で
は
７
段
〔
掛
ヶ
合
〕
の
内
容
に
つ
い
て
考

五
、
〔
掛
ヶ
合
〕
に
お
け
る
作
者
の
意
図
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謡曲『小林』考（小林）

ま
ず
、
『
明
徳
記
』
の
〈
初
稿
本
〉
と
〈
増
訂
本
〉
、
そ
れ
か
ら
「
小
林
」
の
そ
れ
ぞ
れ
に
記
さ
れ
た
、
山
名
方
の
軍
勢
の
手
分
け
の
状

態
を
一
覧
で
き
る
よ
う
表
に
し
て
ゑ
た
。

口
I

（
注
）
一
、
人
名
上
の
×
は
謡
曲
中
に
名
前
の
出
て
こ
な
い
人
物
。

小
葦
治
郎
左
衛
門

×
同
平
次
右
衛
門
尉

士
屋
党

×
山
名
幡
磨
守
満
幸

ｕ
名
牛
務
十

入
沢
河
内
垂

型
旙
執

名
睦
関
守
氏
信

I

〈
初
稿
本
〉

書
陵
部
本

千
七
百
余
騎

三
百
余
騎
｜
｜

’

〈
増
訂
本
〉

陽
明
本

五
百
余
騎

二
千
余
騎

４
百
余
騎
一
①

余
騎
一
④

ｊ
②
③く

３
２ 謡

曲
「
小
林
」

三
百
余
騎
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次
に
わ
か
る
こ
と
は
、
軍
勢
の
数
字
に
異
同
が
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
数
字
が
動
き
易
い
こ
と
は
よ
く
言
わ
れ
る
が
、

『
明
徳
記
』
間
で
も
相
異
が
目
立
ち
、
当
然
「
小
林
」
と
の
間
も
、
一
致
を
見
る
方
の
が
少
な
い
状
況
で
あ
る
。
例
え
ば
、
因
幡
勢
五
百

騎
は
増
訂
本
の
方
に
一
致
す
る
の
で
あ
る
が
、
大
葦
・
土
屋
党
三
百
余
騎
は
初
稿
本
系
と
一
致
す
る
が
ご
と
く
、
一
様
に
割
り
切
れ
な
い

複
雑
な
伝
承
が
窺
え
る
の
で
あ
る
。
そ
の
中
で
注
目
さ
れ
る
の
が
、
謡
曲
中
で
氏
情
勢
が
三
千
八
百
余
騎
と
す
る
の
に
対
し
て
、
松
平
文

庫
本
が
、
「
氏
清
〈
廿
六
日
ノ
早
旦
二
其
勢
三
千
八
百
余
騎
、
和
泉
堺
ヲ
打
立
テ
」
と
い
う
、
妙
に
合
っ
た
数
字
を
持
つ
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
先
の
諫
言
の
場
で
の
〃
呉
王
夫
差
と
伍
子
骨
の
説
話
″
と
も
考
え
合
わ
せ
て
、
松
平
文
庫
本
系
伝
本
の
謡
曲
に
与
え
た
影
響
の

少
な
く
な
い
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

も
う
一
つ
大
き
な
相
違
点
は
、
「
小
林
」
に
山
名
幡
磨
守
満
幸
が
出
て
こ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
他
に
も
山
名
中
務
太
輔
・
入
沢
河
内
守
・

山
名
上
総
介
・
小
葦
平
次
右
衛
門
尉
な
ど
、
曲
中
に
出
て
こ
な
い
人
物
は
多
い
が
、
満
幸
の
場
合
史
実
上
の
重
さ
か
ら
見
て
か
な
り
奇
異

で
あ
る
。
満
幸
は
氏
清
の
娘
婿
で
あ
り
、
氏
清
を
そ
そ
の
か
し
て
明
徳
の
乱
を
引
き
興
し
た
そ
も
ｊ
、
の
張
本
人
で
あ
る
。
し
か
も
、
御

こ
の
表
を
一
見
し
て
気
が
付
く
こ
と
は
、
（
注
）
の
四
で
挙
げ
た
よ
う
、
『
明
徳
記
』
で
列
挙
さ
れ
る
軍
勢
の
順
序
と
、
謡
曲
の
そ
れ
と

が
違
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
謡
曲
で
は
、
①
因
幡
勢
、
②
小
葦
の
三
郎
、
③
小
林
上
野
守
、
④
大
将
氏
清
の
順
に
挙
げ
ら

れ
て
お
り
、
『
明
徳
記
』
の
配
列
を
意
識
的
に
再
構
成
し
た
こ
と
が
窺
え
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
謡
本
に
よ
っ
て
は
、
②
小
林
上
野
守
、

（
羽
）

③
小
葦
の
三
郎
と
、
順
番
を
入
れ
換
え
て
い
る
も
の
も
あ
る
が
、
こ
れ
は
『
明
徳
記
』
の
記
述
順
序
に
戻
そ
う
と
す
る
、
後
の
改
変
と
考

え
ら
れ
よ
う
。

一
一
、

一
一
一
、

四
、

数
字
上
の
（
群
）
は
群
耆
類
従
本
、
（
松
）
は
松
平
文
庫
本
の
場
合
を
示
す
。

謡
曲
の
①
ｌ
④
は
登
場
す
る
順
番
を
表
わ
す
。

（
）
の
数
字
は
別
系
統
の
謡
本
の
場
合
を
示
す
。
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所
勢
を
側
面
か
ら
突
く
、
搦
手
の
大
将
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
『
明
徳
記
』
諸
本
で
こ
の
人
物
を
欠
く
も
の
は
見
ら
れ
な
い
。
そ
の
満

幸
の
名
が
、
な
ぜ
「
小
林
」
で
は
出
て
こ
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
こ
で
思
い
起
さ
れ
る
の
が
、
満
幸
は
乱
の
張
本
人
で
あ
り
な
が
ら
、
合
戦
の
時
刻
に
遅
れ
、
ま
た
戦
い
に
利
が
な
い
こ
と
を
悟
る

と
、
さ
っ
さ
と
逃
げ
出
す
と
い
う
、
お
よ
そ
氏
清
と
は
対
照
的
な
振
る
舞
を
し
て
、
世
の
ひ
ん
し
ゅ
く
を
一
身
に
受
け
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
そ
の
時
の
様
子
を
『
明
徳
記
』
作
者
は
次
の
よ
う
に
非
難
を
こ
め
て
記
し
て
い
る
。

差
モ
此
謀
叛
ノ
本
人
一
一
テ
、
歎
キ
諫
メ
シ
若
党
共
ハ
打
死
ス
ル
ヲ
振
棄
テ
、
人
ノ
物
ヲ
云
ヲ
モ
耳
一
一
モ
間
入
給
ハ
ス
シ
テ
、
今
一
足

モ
前
ヘ
ト
落
行
給
ケ
ル
有
様
〈
、
見
苦
シ
カ
リ
シ
事
共
也
。

さ
ら
に
、
満
幸
は
西
国
を
逃
亡
の
後
、
応
永
元
年
の
春
に
お
め
ノ
、
と
都
に
上
っ
て
、
五
条
高
倉
辺
の
「
あ
や
し
の
小
屋
」
に
居
る
と

こ
ろ
を
謙
さ
れ
る
と
い
う
醜
態
を
お
か
す
。
そ
の
首
を
見
て
将
軍
義
満
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

是
程
の
が
れ
も
は
て
ぬ
者
の
、
先
年
内
野
の
合
戦
之
時
、
奥
州
と
同
く
討
死
し
た
ら
ま
し
か
ぱ
、
跡
な
き
苔
の
下
ま
で
も
、
心
に
く

（
型
）

か
る
く
ぎ
に
、
う
き
名
の
あ
る
程
は
な
が
し
は
て
入
、
所
こ
そ
お
ほ
ぎ
に
、
又
都
に
て
討
れ
ぬ
る
天
罰
の
程
の
浅
猿
さ
よ
・

こ
の
言
葉
が
当
時
の
人
々
の
心
情
を
代
表
し
て
い
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
満
幸
に
対
す
る
悪
評
が
京
を
中
心
と
し
て
流
布
し
、
謡
曲
作
者

の
耳
に
入
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
も
、
想
像
に
難
く
な
い
。

以
上
の
よ
う
な
、
武
士
に
あ
る
ま
じ
ぎ
人
物
で
あ
っ
て
も
、
記
録
と
い
う
使
命
を
も
持
つ
『
明
徳
記
』
で
は
、
記
述
を
欠
く
こ
と
は
許

さ
れ
な
い
。
そ
れ
で
は
、
謡
曲
で
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
「
小
林
」
は
、
死
を
も
覚
悟
し
て
主
人
に
諫
言
を
し
、
一
番
の
軍
さ
に
奮
戦
し

て
壮
絶
な
討
ち
死
を
遂
げ
る
武
将
を
描
い
た
謡
曲
で
あ
る
。
そ
の
中
に
満
幸
の
名
が
出
て
来
な
い
の
は
、
単
な
る
、
、
、
ス
で
は
な
く
、
作
者

が
観
客
の
嗜
好
を
考
慮
し
て
、
意
識
的
に
こ
の
不
人
気
な
人
物
を
は
ず
し
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
こ
こ
に
も
、
作

者
の
『
明
徳
記
』
を
参
照
し
な
が
ら
も
、
内
容
を
再
構
成
す
る
意
図
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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以
上
、
今
ま
で
述
べ
て
来
た
こ
と
を
ま
と
め
る
。

ま
ず
前
半
で
は
、
「
小
林
」
の
構
造
上
や
装
束
上
に
お
け
る
特
質
を
考
察
し
、
世
阿
弥
の
完
成
さ
せ
た
軍
体
の
能
に
比
し
て
か
な
り
特

異
な
曲
で
あ
り
、
軍
体
の
能
と
い
う
よ
り
は
護
法
型
の
鬼
能
に
近
い
こ
と
を
指
摘
し
た
。
さ
ら
に
、
伊
藤
説
・
天
野
説
を
踏
ま
え
て
、

「
小
林
」
が
、
軍
体
の
能
に
先
行
し
た
修
羅
の
能
に
あ
た
る
で
あ
ろ
う
可
能
性
に
つ
い
て
論
じ
た
。

次
に
後
半
で
は
、
謡
曲
の
山
場
で
あ
る
６
段
・
７
段
は
、
『
明
徳
記
』
上
巻
の
後
半
部
分
ｌ
男
山
で
の
氏
清
の
軍
評
定
か
ら
山
名
勢

の
手
分
け
に
か
け
て
ｌ
か
ら
抜
き
出
し
た
叙
事
的
な
〔
語
り
〕
〔
掛
ヶ
合
〕
の
部
分
と
、
そ
れ
麦
繋
げ
る
〔
下
ヶ
奇
〕
〔
上
ノ
詠
〕
〔
上

ヶ
奇
〕
の
節
を
と
も
な
っ
た
叙
情
的
な
部
分
か
ら
組
象
立
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
。
さ
ら
に
、
そ
の
叙
情
的
部
分
は
、
『
明
徳
記
』
下
巻
の

和
歌
を
軸
と
し
て
、
歌
語
と
縁
語
を
用
い
て
、
効
果
を
考
え
た
上
で
作
詞
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
述
べ
て
来
た
。
そ
れ
に
附
随
し
て
、

語
り
の
諫
言
の
場
で
の
法
印
問
答
は
、
説
話
単
位
の
差
し
換
え
が
行
な
わ
れ
た
か
、
ま
た
は
挿
入
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
、
ま

た
、
〔
掛
ヶ
合
〕
の
手
分
け
の
勢
か
ら
山
名
満
幸
の
名
が
は
ず
れ
て
い
る
の
は
、
単
な
る
ミ
ス
で
は
な
く
、
意
図
的
な
も
の
で
あ
ろ
う
こ

と
な
ど
を
、
能
を
作
る
側
の
意
識
で
考
察
し
た
。

番
外
謡
曲
は
、
一
部
の
も
の
を
除
い
て
顧
ら
れ
る
こ
と
が
少
な
い
。
し
か
し
、
ま
だ
ま
だ
問
題
を
は
ら
ん
で
い
る
曲
は
多
い
と
思
わ
れ

る
。
そ
れ
ら
の
発
堀
、
並
び
に
考
察
は
後
日
の
課
題
と
し
た
い
。

注
（
１
）
『
明
徳
記
』
か
ら
の
引
用
は
、
特
に
こ
と
わ
ら
な
い
限
り
、
和
田
英
道
氏
の
翻
刻
さ
れ
た
宮
内
庁
祥
陵
部
本
（
「
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
『
明
徳
記
』

六
、
む
す
び
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翻
刻
」
『
跡
見
学
園
女
子
大
学
紀
要
』
第
哩
号
昭
弘
・
３
）
に
よ
っ
た
。

（
２
）
『
日
本
庶
民
文
化
資
料
集
成
』
第
２
巻
「
田
楽
・
猿
楽
」
（
昭
⑲
三
一
書
房
）

（
３
）
「
謡
曲
作
者
宮
増
を
め
ぐ
る
試
論
」
（
三
弥
井
選
書
４
『
観
阿
弥
の
芸
流
』
昭
認
）

（
４
）
北
川
忠
彦
「
能
作
者
「
金
剛
」
と
平
家
物
語
」
（
同
右
）

（
５
）
〃
梓
巫
女
の
口
寄
せ
〃
が
登
場
す
る
曲
と
し
て
は
、
「
葵
上
」
が
著
名
で
あ
る
が
、
他
に
「
陽
嘉
」
（
『
未
刊
謡
曲
集
』
３
．
型
に
所
収
）
が
あ

る
。
能
と
同
じ
梓
巫
女
の
調
句
は
『
鴉
鷺
記
』
に
も
見
え
る
が
、
室
町
期
に
お
け
る
口
寄
巫
女
の
実
態
は
、
『
建
内
記
』
嘉
吉
元
年
（
一
四
四
一
）

七
月
二
十
六
日
の
条
な
ど
か
ら
窺
え
る
。

（
６
）
「
前
期
の
ロ
ー
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
と
五
山
文
学
」
（
『
新
撰
国
文
学
通
史
』
中
巻
大
過
三
星
社
）

（
７
）
「
明
徳
記
以
後
の
軍
記
物
語
」
（
『
中
世
国
文
学
研
究
』
昭
岨
磯
部
甲
陽
堂
）

（
８
）
岩
波
文
庫
『
明
徳
記
』
（
昭
妬
岩
波
書
店
）
そ
の
他
。

（
９
）
「
語
り
物
の
成
立
」
（
『
語
り
物
文
芸
の
発
生
』
昭
別
角
川
書
店
）

（
、
）
「
能
楽
研
究
会
」
の
「
番
外
謡
曲
を
読
む
会
」
の
成
果
に
よ
る
。
校
合
に
用
い
た
諸
本
は
、
次
の
四
本
で
あ
る
。

〈
上
掛
写
本
〉
①
松
井
家
蔵
一
番
綴
本
、
②
観
世
宗
家
蔵
紺
表
紙
九
行
本
、
③
般
若
窟
文
庫
蔵
茶
色
表
紙
上
掛
り
節
付
古
本
、
④
松
井
家
蔵
妙
庵

玄
又
手
沢
五
番
綴
本
、
⑤
京
大
蔵
江
戸
初
期
筆
十
番
綴
本
、
⑥
能
楽
研
究
所
蔵
観
世
流
五
百
番
謡
本
、
⑦
国
学
院
大
学
蔵
上
掛
り
番
外
謡
十
九
冊

本
、
⑧
国
学
院
大
学
蔵
上
掛
り
番
外
謡
五
十
八
冊
本
、
⑨
観
世
宗
家
蔵
茶
色
表
紙
五
番
綴
番
外
謡
本
、
⑩
鴻
山
文
庫
蔵
盛
親
本
番
外
謡
、
⑪
鴻
山

〈
下
掛
写
本
〉
⑫
鴻
山
文
庫
蔵
吉
川
家
旧
蔵
車
屋
本
、
⑬
鴻
山
文
庫
蔵
了
随
三
百
番
本
、
⑭
天
理
図
詳
館
蔵
江
戸
初
期
節
付
一
番
綴
本
、
⑮
能
楽

研
究
所
蔵
上
杉
家
旧
蔵
下
掛
り
番
外
謡
本
、
⑯
能
楽
研
究
所
蔵
六
徳
本
系
金
春
流
謡
本
、
⑰
般
若
窟
文
庫
蔵
下
掛
り
横
本
番
外
謡
本

〈
上
掛
版
本
〉
⑱
貞
享
三
年
九
月
林
和
泉
橡
刊
三
百
番
本

〈
参
考
〉
⑲
彰
考
館
蔵
「
大
木
」
と
合
冊
本
（
岩
波
文
庫
『
明
徳
記
』
に
所
収
の
も
の
）

以
上
の
諸
本
の
校
合
に
よ
り
、
大
雑
把
で
あ
る
が
次
の
よ
う
に
系
統
整
理
で
き
る
。

本
、
⑧
国
学
院
大
学
蔵

文
庫
蔵
大
坂
本
番
外
謡
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（
ｕ
）
例
外
と
し
て
、
⑲
彰
考
館
本
の
承
が
、
７
段
と
８
段
の
間
に
ワ
キ
と
ア
イ
の
問
答
の
小
段
を
持
つ
。
後
出
本
の
改
変
と
思
わ
れ
る
が
参
考
ま
で

ワ
キ
「
い
か
に
申
候
。
只
今
の
人
は
い
か
な
る
人
に
て
候
ぞ
。
男
「
さ
ん
候
・
当
所
に
て
は
見
馴
申
さ
ぬ
承
や
つ
こ
に
て
候
。
い
か
さ
ま
不

審
な
る
者
に
て
候
。
某
推
量
申
し
候
に
、
御
僧
は
氏
清
の
御
ゆ
か
り
の
人
と
承
り
候
。
さ
れ
ば
な
つ
か
し
く
お
ぽ
し
め
し
、
氏
清
の
幽
霊

か
、
し
か
ら
ぱ
小
林
の
亡
魂
な
る
べ
し
。
こ
上
に
ま
さ
し
き
神
子
の
候
程
に
、
梓
弓
に
か
け
さ
せ
申
さ
う
ず
る
に
て
候
。
い
か
に
神
子
の
わ

た
り
候
か
。
唯
今
化
人
の
見
え
候
間
不
審
候
。
奥
州
の
小
林
の
間
を
、
梓
に
か
け
て
御
覧
候
へ
。

（
哩
）
増
補
国
語
国
文
学
研
究
史
大
成
８
「
謡
曲
・
狂
言
」
（
昭
駆
三
省
堂
）

（
過
）
「
士
州
吉
良
川
の
御
田
祭
」
（
『
日
本
庶
民
文
化
史
料
集
成
』
第
２
巻
「
田
楽
・
猿
楽
」
昭
⑲
三
一
書
房
）

（
皿
）
「
世
阿
弥
・
禅
竹
」
（
『
日
本
思
想
大
系
』
型
昭
⑬
岩
波
書
店
）

（
胴
）
『
国
語
国
文
』
第
妬
巻
第
５
号
（
昭
鉈
・
５
）

（
随
）
「
日
本
歌
学
大
系
」
第
５
巻
（
昭
詑
風
間
書
房
）
に
よ
る
が
、
そ
の
後
善
本
た
る
彰
考
館
本
が
水
上
甲
子
三
氏
（
『
中
世
歌
論
と
連
歌
』
昭

盟
私
家
版
）
に
よ
り
、
紹
介
・
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。

（
灯
）
「
鬼
能
か
ら
切
能
へ
」
（
『
能
の
研
究
』
昭
“
桜
楓
社
）

（
岨
）
『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
』
第
蛆
巻
嘔
号
特
集
Ⅱ
魂
の
深
奥
に
生
き
る
古
典
ｌ
仏
教
文
学
の
魅
力
（
昭
鎚
・
岨
至
文
堂
）

（
岨
）
「
明
徳
記
考
ｌ
近
衛
家
蔵
明
徳
記
に
就
て
ｌ
」
（
『
国
語
国
文
』
第
ｎ
巻
第
２
号
昭
陥
・
２
）
そ
の
他
。

（
釦
）
「
能
に
お
け
る
語
り
物
の
摂
取
ｌ
直
接
体
験
者
の
語
り
を
め
ぐ
っ
て
ｌ
」
（
『
芸
能
史
研
究
』
妬
号
昭
弘
・
７
）

（
虹
）
和
田
英
道
「
島
原
公
民
館
蔵
松
平
文
庫
本
『
明
徳
記
』
略
解
並
に
翻
刻
」
（
『
軍
記
と
語
り
物
』
第
皿
号
昭
囲
・
１
）
に
よ
る
。

－②①
．/､｜｜｜
⑨⑲④
§｜｜

；⑫

⑱
Ⅱ
⑤

⑭…
||／-、
⑬下
||掛
⑯り
ll系
⑰､-″

③に
挙
げ
る
。

（
福
王
系
）

．
…
・
・
⑥
Ⅱ
⑦
Ⅱ
⑧
Ⅱ
⑩
Ⅱ
⑪
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本
稿
は
、
昭
和
昭
年
６
月
幻
日
、
第
五
回
「
能
楽
研
究
会
ｌ
番
外
謡
曲
を
読
む
会
」
の
輪
講
、
並
び
に
昭
和
朗
年
８
月
邪
日
、
「
伝
承
文
学
研
究
会

昭
和
五
十
八
年
度
大
会
」
に
お
い
て
「
謡
曲
「
小
林
」
の
研
究
」
と
題
し
て
口
頭
発
表
し
た
も
の
を
改
稿
し
た
も
の
で
あ
る
。
席
上
、
諸
氏
よ
り
多
く
の

御
教
示
を
い
た
だ
い
た
。
末
尾
な
が
ら
深
謝
い
た
し
ま
す
。

（
狸
）
和
田
英
道
「
『
明
徳
記
』
書
誌
目
録
稿
」
（
『
跡
見
学
園
女
子
大
学
国
文
学
科
報
』
第
８
号
昭
弱
・
３
）
、
並
び
に
右
の
論
文
。
大
森
北
義

「
島
原
文
庫
蔵
本
「
明
徳
記
」
に
つ
い
て
」
（
『
鹿
児
島
短
大
研
究
紀
要
』
第
加
号
昭
宛
。
、
）

（
羽
）
（
、
）
に
あ
げ
た
諸
本
の
う
ち
、
②
観
世
宗
家
蔵
紺
表
紙
九
行
本
、
③
般
若
窟
文
庫
茶
色
表
紙
上
掛
り
節
付
古
本
、
⑨
観
世
宗
家
蔵
茶
色
表
紙

五
番
綴
番
外
謡
本
、
⑬
鴻
山
文
庫
蔵
了
随
三
百
番
本
、
⑭
天
理
図
書
館
蔵
江
戸
初
期
節
付
一
番
綴
本
、
⑯
能
楽
研
究
所
蔵
六
徳
本
系
金
春
流
謡

本
、
⑰
般
若
窟
文
庫
蔵
下
掛
り
横
本
番
外
謡
本
、
⑱
貞
享
三
年
九
月
林
和
泉
橡
刊
三
百
番
本
、
以
上
８
本
が
そ
れ
に
あ
た
る
。

（
型
）
こ
の
部
分
の
引
用
は
、
陽
明
文
庫
本
（
岩
波
文
庫
『
明
徳
記
』
昭
略
）
に
よ
る
。

－109－


